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会  期：2018（平成 30）年 9 月 8 日（土）9:30～13:10 

   （受付：9:00～開始） 

会  場：じゅうろくプラザ 4F大会議室 

  〒500-8856 岐阜県岐阜市橋本町 1-10-11 

     参加費：医師/2,000円、コメディカル/1,000円 

主  催：中部MISt研究会 
 

               

 
 

 

 

 

日整会単位取得予定の先生は、日整会会員 IC カードをお持ちください 
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第 10 回中部 MISt 研究会開催にあたって 
 

 

第 10 回中部 MISt 研究会  

当番幹事 宮本 敬 

 

第10回中部MISt研究会を岐阜にて当番幹事としてお世話をさせていただく機会を心より光栄に存じており

ます．この研究会は，2014 年 1 月に，脊椎手術の低侵襲化・MISt 手技にひたむきな情熱を捧げてこられた佐

藤公治先生（名古屋第二赤十字病院），蜂谷裕道先生（はちや整形外科病院）のお二人によって立ち上げられ

ました．そしてこれまでに，9 回の研究会開催を重ねてきました．お二人の先生方，そして，当番幹事を務め

ていただきました先生方のご尽力に心より感謝しております．“若手の先生方を登用する”，“ナースを対象と

したハンズオン等にて，チームワークシップを高める”という本会のミッションの継承を意識して，準備を行

わせていただきました． 

さて，岐阜の地での MISt 手技ですが，もともとコンベンショナルな手術が多いお国柄ではありますが，清

水克時先生が頚椎前方除圧固定術の低侵襲性を一貫して追究され，細江英夫先生は胸椎のミニ開胸による前方

除圧固定術を多く手掛けられていました．本格的には，飯沼宣樹先生が岐阜ではいちはやく MIS-TLIF を導入

し多くの症例を蓄積されました．現在ですが，伏見一成先生は CBT 手技を粘り強く洗練させ，増田剛宏先生・

下川哲哉先生・近藤祐一先生は外傷・変性疾患・感染症に対し PPS を積極的に取り入れ，日置暁先生は数多

くの BKP を手掛けています．野澤聡先生，岩井智守男先生，そして私は LIF に魅かれ，積極的に導入してい

ます．これらの岐阜での MISt 手技は，本研究会で学ばせていただき，そして，お隣の愛知県において，上記

の仲間が佐藤・蜂谷両先生の手術の見学等を通じて，直接学ばせていただいたものにルーツがあります．中部

MISt のつながりにて，岐阜の患者さんへの福音が得られる流れができており，本研究会には感謝の言葉しか

ありません． 

残暑厳しい折ですが，本会に 16 演題の応募を，広い地域の先生方からいただき，また，山梨大学の江幡重

人先生，亀山市立病院の成田渉先生のお二人の先生の貴重なご講演を賜る機会をいただき，さらに熱く盛り上

がる研究会となることを期待いたします．そして，この盛り上がりが，2019 年 2 月の第 10 回日本 MISt 研究

会・第 11 回中部 MISt 研究会合同開催（会長：蜂谷裕道先生）の盛り上げにも寄与できる流れとなれば，望外

の喜びです．発表，講演，聴講，そして，ディスカッションに参加していただける皆様に心より感謝いたしま

す． 

最後に，本会の運営は，はちや整形外科病院事務部秘書広報課の加集紀子様，松下浩子様の卓越した事務処

理能力，企画力，明るいバイタリティによって，支えられてきました．彼女らの仕事量，奉仕精神には驚愕の

連続です．また，協賛していただく企業の方々（本会のプログラム，及び，ハンズオンのプラグラムに列挙さ

せていただきました）の多大なるご支援は昨今の社会の諸事情のなか，非常に貴重なものであります．これら

の，有難いサポートに心よりお礼申し上げます．紙面に余裕がありましたので長い挨拶文となりましたが，ご

容赦ください． 

 

ご挨拶 
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第 1 回  

 開催日：2014 年 4 月 26 日（土） 会場：名古屋マリオットアソシアホテル（愛知県名古屋市） 

 当番幹事：佐藤 公治（名古屋第二赤十字病院） 蜂谷 裕道（はちや整形外科病院） 

第 2 回 

 開催日：2014 年 9 月 6 日（土） 会場：メルパルク名古屋（愛知県名古屋市） 

 当番幹事：原 政人（稲沢市民病院） 稲田 充（NTT 西日本東海病院） 

第 3 回 

 開催日：2015 年 3 月 21 日（土） 会場：愛知県産業労働センター ウインクあいち（愛知県名古屋市） 

 当番幹事：金村 徳相（江南厚生病院） 

第 4 回 

 開催日：2015 年 9 月 12 日（土） 会場：富山県民会館（富山県富山市） 

 当番幹事：中野 正人（高岡市民病院） 

第 5 回 

 開催日：2016 年 3 月 26 日（土） 会場：名鉄犬山ホテル（愛知県犬山市） 

 当番幹事：高津 哲郎（岐阜県立多治見病院） 

第 6 回 

 開催日：2016 年 9 月 4 日（日） 会場：本多の森会議室（石川県金沢市） 

 当番幹事：出村 諭（金沢大学） 

第 7 回 

 開催日：2017 年 3 月 26 日（日） 会場：ホテルグリーンパーク津（三重県津市） 

 当番幹事：明田 浩司（三重大学） 

第 8 回 

 開催日：2017 年 9 月 2 日（土） 会場：ハピリンホール（福井県福井市） 

 当番幹事：水野 勝則（福井総合病院） 

第 9 回 

 開催日：2018 年 2 月 24 日（土） 会場：TKP 浜松アクトタワー カンファレンスセンター（静岡県浜松市） 

 当番幹事：戸川 大輔（浜松医科大学） 

第 10 回 

 開催日：2018 年 9 月 8 日（土） 会場：じゅうろくプラザ（岐阜県岐阜市） 

 当番幹事：宮本 敬（岐阜市民病院） 

 

第 11 回 ※第 10 回日本 MISt 研究会 合同開催   

 開催日：2019 年 2 月 16 日（土） 会場：愛知県産業労働センター ウインクあいち（愛知県名古屋市） 

 当番幹事：蜂谷 裕道（はちや整形外科病院） 

  

中部MISt研究会 開催記録 
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● 月 日（土） より受付を行います。お名前、ご所属先を芳名帳にご記入のうえ、参加費（医師 円、

コメディカル 円）をお支払いください。

 日整会単位受講証明書をご希望の方は、 円をお支払いください。

 日本 研究会の入会も受け付けております。入会ご希望の方は、所定の入会申込書に必要事項をご記入の

うえ、受付にご提出ください。後日事務局より登録完了のメールを送信いたします。

申込書ご提出から 週間経過しても登録完了メールが届かない場合には、中部 研究会事務局（℡：

 ： ）までご連絡ください。

 

 
 今回の発表は PC によるプレゼンテーションのみといたします。その他スライド、ビデオ等は使用できま

せん。発表用スクリーンは１面です。 

 発表用 PC は Office2010 をご用意いたします。 

 メディアにて発表データをご準備いただく場合、メディアを介したウイルス感染の事例がありますので、 

ウイルス駆除ソフトにてチェックしたものをご準備くださいますようお願いいたします。 

 発表データに動画・音声ファイルがある場合、また Macintosh をご使用の場合には、ご自身の PC を 

ご使用ください。Macintosh 等、プロジェクタとの接続にディスプレイアダプタを必要とする PC をご使

用の場合は、必ずディスプレイアダプタをお持ちください。 

 1 名に優秀演題賞を授与いたします。 
 一般演題の発表時間は、1 例報告を除き 5 分+質疑応答 2 分、1 例報告（A-7, A-8, B-1）は 4 分+質疑応答 2

分です。一般演題は終了時刻 1 分前にベルが 1 回、終了時刻ちょうどにベルが 2 回鳴ります。セミナーの

円滑な進行の為、ご発表は時間厳守にてお願いいたします。 

 

 

 

  

参加者のみなさまへ 

発表規定 
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●座 長： 飯沼 宣樹 （岐阜県立総合医療センター） 

 

A-1. 腰椎筋の脂肪浸潤と筋断面積の検討 

             名古屋第二赤十字病院 飛田 哲朗（ひだ てつろう）他 

A-2. 当院における CBT法を用いた腰椎椎体間固定術の成績 

        岐阜大学 整形外科 伏見 一成（ふしみ かずなり）他 

A-3. 上位腰椎、腰仙椎に対する LLIFのコツ、注意点 

聖隷三方原病院 整形外科 吉田 正弘（よしだ まさひろ） 

A-4. 同種骨を用いた LLIF癒合不全の危険因子 

 江南厚生病院整形外科・脊椎脊髄センター 佐竹 宏太郎（さたけ こうたろう）他 

 

●座 長： 野澤  聡 （岐阜大学） 

 

A-5. ナビゲーションシステムを使用して頸椎前後方固定術を行った頸椎後縦靭帯骨化症の１例 

 豊川市民病院 整形外科 大塚 聖視（おおつか せいじ）他 

A-6. 頚椎前方除圧固定術の MISt手技としての可能性・限界・課題を探求する 

 岐阜市民病院 整形外科 近藤 祐一（こんどう ゆういち）他 

A-7. 胸椎化膿性脊椎炎(T2/3)に対する胸腔鏡補助下の側方固定術の 1例 

 佐賀大学 整形外科 森本 忠嗣（もりもと ただつぐ）他 

A-8. 腰椎化膿性脊椎炎に対して、側臥位単一体位による前方固定・PPSを行った 1例 

 金沢医療センター 吉岡 克人（よしおか かつひと）他 

 

 

 

 

●座 長： 伏見 一成 （岐阜大学） 

M-1. MIStにおける CAOSの試み -スマートフォンから VR/MRへ- 

 亀岡市立病院 整形外科 成田 渉（なりた わたる） 

  

9:30       開会のご挨拶                          宮本 敬  

9:35～10:30   一般演題Ａ                     

10:30～11:00  ミニレクチャー                  

プログラム 
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●座 長： 岩井 智守男 （岐阜大学） 

 

B-1. 腰椎転移に対して X-core2 VBR システムを用いて低侵襲に前方支柱再建を行った１例 

三重大学 整形外科 竹上 徳彦（たけがみ のりひこ）他 

B-2. 変形矯正手術の安全域 ―高侵襲手術を如何に高齢者に適応するかー 

浜松医科大学 整形外科 吉田 剛（よしだ ごう）他 

B-3. 成人脊柱変形の手術選択と合併症対策 

富山大学 関 庄二（せき しょうじ）他 

B-4. 当院の成人脊柱変形における LLIF導入による術式と手術侵襲の変遷 

浜松医科大学 整形外科  大和 雄（やまと ゆう）他 

 

●座 長： 蜂谷 裕道 （はちや整形外科病院） 

 

B-5. 変性側弯を伴った腰部脊柱管狭窄症に対する単椎間 MIS-TLIF 

岐阜県総合医療センター整形外科  飯沼 宣樹（いいぬま のぶき）他 

B-6. 当科における術中 CTナビゲーション脊椎手術の小経験 

大垣徳洲会病院 整形外科  下川 哲哉（しもかわ てつや）他 

B-7. びまん性特発性骨増殖性を伴う脊椎骨折に対して PPS固定を適応できなかった症例の検討 

－フルオロスコピーガイド下 PPSを用いた MIStの経験から－ 

富山県立中央病院 整形外科  笹川 武史（ささがわ たけし）他 

B-8. 術前計画と術中の神経モニタリングによりＰＰＳ逸脱を回避し得た変性側弯症例 

高岡市民病院 整形外科  中野 正人（なかの まさと）他 

 

 

 

 

 

 

 

 

●座 長： 宮本 敬 （岐阜市民病院） 

L-1.  安全な LIFのための必修解剖 

山梨大学医学部 整形外科 准教授  江幡 重人（えばた しげと） 

 

  

11:05～12:00  一般演題 B                   

12:05～13:05  特別講演         ※日整会教育研修単位 資格継続単位 07脊椎脊髄疾患/SS                                 

13:05      優秀演題賞発表                                宮本  敬 

11:00～11:05   休憩               

12:00～12:05  休憩               
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※ 閉会のご挨拶の後、参加者写真撮影を行います 

 

  

13:10      総括・閉会のご挨拶                    宮本  敬 

第 10 回日本 MISt 研究会・第 11 回中部 MISt 研究会 

開催案内              
蜂谷 裕道 
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抄 録 集 
Abstracts 
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座長：岐阜大学医学部整形外科 伏見 一成先生 

 

MISt における CAOS の試み -スマートフォンから VR/MR へ- 

講師：亀岡市立病院 整形外科 成田 渉（なりた わたる） 先生 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

座長：岐阜市民病院 整形外科 宮本 敬先生 

 

安全な LIF のための必修解剖 

講師：山梨大学医学部 整形外科 准教授  江幡 重人（えばた しげと） 先生 

 

※日整会教育研修単位 専門医資格継続単位（07）、脊椎脊髄病医資格継続単位（SS） 

  

ミニレクチャー 

特別講演 
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A-1  
腰椎筋の脂肪浸潤と筋断面積の検討 

 

飛田 哲朗（ひだ てつろう）1),2),3)、Robert K. Eastlack 2)、金村徳相 3)、Gregory M. Mundis Jr .2)、 

Behrooz A. Akbarnia 2) 

1) 名古屋第二赤十字病院、2) San Diego Spine Foundation、3) 江南厚生病院  

 

筋に対する愛護的な術式が近年重要視されている。しかし脊椎の筋肉の量と質に関する基礎的な知識は乏しい。

本研究では多人種の腰椎変性疾患患者における腰椎筋の断面積と脂肪浸潤を MRI画像を用いて検討した。 

 

A-2 
当院における CBT 法を用いた腰椎椎体間固定術の成績 

 

伏見 一成（ふしみ かずなり）1)、野澤 聡 1)、岩井 智守男 1)、大野 藍那 1)、近藤 祐一 2)、 

増田 剛宏 3)、宮本 敬 2)、秋山 治彦 1) 

1) 岐阜大学 整形外科、2) 岐阜市民病院 整形外科、3) 木沢記念病院 整形外科、 

 

CBT 法を用いた TLIF は、低侵襲で安定した臨床成績が得られる方法である。CBT の刺入法には、近年様々

な工夫がなされ改良されてきた。当院で行っている手技、その低侵襲性、臨床成績および骨癒合率を 70 例を

対象に検討した。 

 

A-3 
上位腰椎、腰仙椎に対する LLIF のコツ、注意点 

 

吉田 正弘（よしだ まさひろ）1) 

1) 聖隷三方原病院 整形外科 

 

LLIF は一般に L2～5 に適応されることが多い。当院では L1/2, 胸腰椎移行部、腰仙椎に対しても症例を選ん

で行っている。そのコツ、注意点について報告する。 

  

一般演題 A 
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A-4 
同種骨を用いた LLIF 癒合不全の危険因子 

 

佐竹 宏太郎（さたけ こうたろう）1)、金村 徳相 1)、中島 宏彰 1)、石川 喜資 1)、大内田 隼 1) 

1) 江南厚生病院 整形外科・脊椎脊髄センター 

 

LLIF と両側 PS による前方後方固定を施行した 51 例 81 椎間（男性 20 例女性 31 例, 平均年齢 68.1 歳）の

術後 2年の癒合不全を調査した. 全例移植骨には同種骨を用いた. 癒合不全に PSの刺入角度, 椎弓根径と PS

径との差が相関していた. 

 

A-5 
ナビゲーションシステムを使用して頸椎前後方固定術を行った頸椎後縦靭帯骨化症の１例 

 

大塚 聖視（おおつか せいじ）1)、福岡 宗良 2)、水谷 潤 3)、鈴木 伸幸 3)、近藤 章 3)  

1) 豊川市民病院 整形外科 2) 公立陶生病院 整形外科、3)名古屋市立大学 整形外科 

 

頸椎後縦靭帯骨化症に対してハイブリッド手術室においてナビゲーションシステムガイドドリルを使用して

頸椎前後方同時固定術を施行した 1 例を経験したので文献的考察を加えて報告する。 

 

A-6 
頚椎前方除圧固定術の MISt 手技としての可能性・限界・課題を探求する 

 

近藤 祐一（こんどう ゆういち）1)、宮本 敬 1)、髙木 魁人 1)、白井 之尋 1)、大野 義幸 1) 、 

後藤 篤史 1) 、山本 孝敏 1)、大塚 博巳 1)、佐々木 裕介 1)、清水 克時 1) 

1) 岐阜市民病院 整形外科  

 

頚椎前方除圧固定術の MISt 手技としての可能性・限界・課題を探求したので報告する．当科で過去 3 年間に

施行した圧迫性頸髄症に対する頚椎後方除圧固定術，前方除圧固定術（単椎間施行例を除く）において，手術

侵襲（手術時間，出血量，筋侵襲としての CPK 上昇値），患者立脚型アウトカム（JOACMEQ），頚部痛，術

後 CT による頚部後方筋群の萎縮，合併症，治療満足度について比較検討したので報告する． 
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A-7 
胸椎化膿性脊椎炎(T2/3)に対する胸腔鏡補助下の側方固定術の 1 例 

 

森本 忠嗣（もりもと ただつぐ）1)、馬渡 正明 1) 

1) 佐賀大学 整形外科 

 

上位胸椎病変に対するアプローチは前方では胸骨縦割、側方では肩甲骨周囲筋の剥離、後方では長範囲固定な

ど過大侵襲となることがあるが、胸腔鏡補助下手術により比較的低侵襲手術が実施できたので報告する。 

 

A-8 
腰椎化膿性脊椎炎に対して、側臥位単一体位による前方固定・PPS を行った 1 例 

 

吉岡  克人（よしおか かつひと）1)、池田 和夫 1)、納村 直希 1)、藤井 衛之 1)、長谷川 和宏 1) 

1) 金沢医療センター 整形外科 

 

側臥位 PPS を初めて行うにあたり、手術室での術前シミュレーションが有用であった。実際の手技を経験し、

皆さんのご意見を伺いたく、側臥位 PPS の注意点、疑問点について報告する。 
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B-1 
腰椎転移に対して X-core2 VBR システムを用いて低侵襲に前方支柱再建を行った１例 

 

竹上 徳彦（たけがみ のりひこ）1)、明田 浩司 1)、川口 航希 1)、岩崎 竜也 1)、須藤 隆夫 1)、 

湏藤 啓広 1) 

1) 三重大学大学院 医学系研究科 整形外科学 

 

65 歳男性、原発性肺がんに対しては化学療法により肺病変は制御されるも、第 3 腰椎転移での椎体圧潰によ

り強い腰痛・下肢痛が出現し歩行困難となった。X-core2 VBR システムを用いた側方椎体置換による前方支

柱再建を行い、良好な経過を得た１例を経験したので報告する。 

 

B-2 
変形矯正手術の安全域 ― 高侵襲手術を如何に高齢者に適応するか － 

 

吉田 剛（よしだ ごう）1)、長谷川 智彦 1)、大和 雄 1)、坂野 友啓 1)、大江 慎 1)、有馬 秀幸 1)、 

三原 唯暉 1)、後迫 宏紀 1)、戸川 大輔 1)、松山 幸弘 1) 

1) 浜松医科大学 整形外科 

 

我々は 2016 年よりスライディングスケールを用いた周術期合併症予防を行っている。高齢者変形矯正手術に

どのように術前プランニングを行うか自験例を用いて提示し高齢者手術の安全域について報告する。 

 

B-3 
成人脊柱変形の手術選択と合併症対策 

 

関 庄二（せき しょうじ）1)、牧野 紘士 1)、亀井 克彦 1)、材木 美穂 2)、中野 正人 2)、木村 友厚 1) 

1) 富山大学 整形外科、2) 高岡市民病院 整形外科 

 

近年 OLIF などの LLIF による成人脊柱変形治療が普及している。その中で以前の TLIF や PLIF および VCR

といった骨切り術と比較しながら、それぞれの利点欠点について述べる。 

  

一般演題 B 
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B-4 
当院の成人脊柱変形における LLIF 導入による術式と手術侵襲の変遷 

 

大和 雄（やまと ゆう）1)、長谷川 智彦 1)、戸川 大輔 1)、吉田 剛 1)、坂野 友啓 1)、大江 慎 1)、 

有馬 秀幸 1)、三原 唯暉 1)、 後迫 宏紀 1)、 山田 智裕 1)、 松山 幸弘 1)、 

1) 浜松医科大学 整形外科 

 

当院では 2014 年 4 月から LLIF を腰椎変性後側弯症に対して適応して以来，順次 LLIF の成人脊柱変形に対

する適応を広げている．2010 年以降の成人脊柱変形手術の術式の変遷と手術侵襲を調査検討した 

 

B-5 

変性側弯を伴った腰部脊柱管狭窄症に対する単椎間 MIS-TLIF 

 

飯沼 宣樹（いいぬま のぶき）1)、赤塚 将 1)、山本 恭介 1)、世沢 さ殷 1)、花松 利昌 1)、佐竹 厚志 1)、 

白井 剛 1)、棚橋 宏行 1)、横井 達夫 1)、細江 英夫 1) 

1) 岐阜県総合医療センター 整形外科 

 

経皮的椎弓根スクリューを導入後、変性側弯を伴った腰部脊柱管狭窄症に対しても症例を選んで単椎間

MIS-TLIF を施行してきた。今回、その経験、成績について報告したい。 

 

B-6 

当科における術中 CT ナビゲーション脊椎手術の小経験 

 

下川 哲哉（しもかわ てつや）1)、仙石 昌也 1)、 藤岡 克博 1)、 大西 量一郎 1) 

1) 大垣徳洲会病院 整形外科 

 

当院では 2016 年 4 月以降 Arcadis Orbic 3D を用いた術中 CT ナビゲーション脊椎固定術を行っている。45

例について椎弓根スクリュー刺入精度の検討及び導入初期のナビゲーション手術の問題点について報告する。 
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B-7 

びまん性特発性骨増殖性を伴う脊椎骨折に対して PPS 固定を適応できなかった症例の検討 

－フルオロスコピーガイド下 PPS を用いた MISt の経験から－ 

笹川 武史（ささがわ たけし）1)、丸箸 兆延 1)、橋本 典之 1)、上島 謙一 1)、舩木 清伸 1)、香川 桂 1)、

村井 惇朗 1)、中村 琢哉 1) 

1) 富山県立中央病院整形外科 

 

DISHを伴う椎体骨折に対するPPSを用いた脊椎固定術は広範囲固定を低侵襲にでき有用である。一方でPPS

を適応できない症例も経験する。本発表では非適応例の PPS を適応できなかった要因について検討する。 

 

B-8 

術前計画と術中の神経モニタリングによりＰＰＳ逸脱を回避し得た変性側弯症例 

 

中野 正人（なかの まさと）1)、野上 重治 1)、 田村 嵩 1)、 小林 賢司 1)、 和田 輝至 1) 

1) 高岡市民病院 整形外科 

 

高度の椎体回旋を伴う変性側弯症では PPS 挿入手技の難易度は高く、回旋の高度な中下位腰椎では、外側逸

脱や脊柱管の外側凹部への誤刺入のリスクが高くなり、矯正力の低下や重篤な神経脱落症状をきたす能性があ

る。対策としてはナビゲーションの使用が望ましいが、透視下に行う場合は、安全対策が必要と考えられる。
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 アステラス製薬株式会社 

 オリンパステルモバイオマテリアル株式会社 

 京セラ株式会社 

 グローバスメディカル株式会社 

 ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 

      デピューシンセス・スパイン事業部 

 ジンマーバイオメット合同会社 

 シーメンス・ヘルスケア株式会社 

 第一三共株式会社 

 大正富山医薬品株式会社 

 有限会社中部義肢 

 帝人ナカシマメディカル株式会社 

 日本イーライリリー株式会社 

 日本ストライカー株式会社 

 日本メディカルネクスト株式会社 

 ニューベイシブジャパン株式会社 

 Hoya Technosurgical株式会社 

 メドトロニックソファモアダネック株式会社 

 株式会社八神製作所 

 株式会社ロバートリード商会 

 

 （五十音順） 

 

                        ご協力いただき誠にありがとうございました 

ご協賛いただいた企業様 
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